
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

―知恵あふれ、ふるさと南あわじを大切にする人づくり― 
 

南あわじ市では、時代の流れとともに今後の課題を的確に捉え、市民や関係機関と 

連携しながらまちづくりを進めていくため、10 年後のめざす姿を明らかにし、南あわじ 

市で生まれ育ったことを誇りに思い、これからもこのまちに住み続けたいと感じられる 

まちづくりに取り組んでいくため、「第２次南あわじ市総合計画」を策定します。 

教育委員会においても、南あわじの次世代を担う人づくりを実現するための施策を 

展開します。平成 29 年度の教育方針は、これらの取組を踏まえ、第 2 期南あわじ市教育 

振興基本計画（平成 27～31 年度）に基づき進めます。 

学校教育においては、「次世代の人材を育てる教育」を施策の重点に掲げ推進していき 

ます。主な取組は、『南あわじ市学力向上プロジェクト』『南あわじ市いじめ防止プロ 

ジェクト』『学校給食地場食材利用拡大事業』の継続、小学生の体力アップに『かけっこ 

マニュアル』を全小学校で導入、新規に学校司書配置事業（モデル校）で学校図書館の 

充実を目指します。また、次期学習指導要領実施に向けて、道徳の教科化や小学校に 

おける英語、外国語活動を含めた教育課程づくりなど準備を進めなくてはならない様々 

な課題や事業の推進について協議・検討する『南あわじ市教育推進委員会』を立ち上げ 

協議していきます。そして、「全国学力・学習状況調査」をもとに作成した『南あわじっ 

子に確かな学力を！』（家庭版リーフレット）を市内全小中学校保護者の皆様に配付し、 

学校・家庭・地域がいっしょになって学力向上に取り組んでいきます。教育環境づくり 

では、施設の大規模改修や、引き続き小学校への空調設備の整備を実施します。 

社会教育においては、「活力と生きがいをはぐくむ教育」を施策の重点に掲げ推進して 

いきます。主な取組は、日本遺産認定を受け『松帆銅鐸保存活用事業』を充実していきま 

す。児童・生徒・市民に松帆銅鐸に関する公開講座の実施など、より一層の教育普及活動 

を行います。また、『地域学校協働本部』を各地域づくり協議会に位置付け、地域ととも 

に青少年健全育成に取り組むとともに、学童保育の充実や、『夢プロジェクト』の継続に 

取り組みます。 

 

南 あ わ じ 市 教 育 委 員 会 

南あわじ市・洲本市小中学校組合教育委員会 

 

平成 29 年度 

南あわじ市の教育方針 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

次世代の人材を育てる教育 

合理的配慮の提供をふまえた特別支援教育支援体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別支援学校や他の様々な関係機関と連携して、早期からの相談・支援体制づくりを進めます。 

幼・保・こども園、小、中学校で支援 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
特別支援教育コーディネーターの役割 
・ 学校園所内の連絡調整 
・ 関係機関との連携 
・ 研修会の実施 
・ 交流及び共同学習の推進 

特別支援教育校園所内委員会 
・支援が必要な幼児、児童、生

徒の実態把握 

・具体的な支援内容や方法の検討 

市で支援 

 
特別支援教育支援員の配置 
行動面での不安定さや特別な

支援が必要な幼児、児童、生徒

への教育的支援 

特別支援教育コーディネータ
ーネットワーク会議 
・各学校園所の情報交換 

・支援方法の研修 

教育支援委員会 
幼児、児童、生徒の就学に関する指

導と継続した支援 

あわじ教育相談(毎月第 2・第 4 木曜日) 

通級指導 
学校生活支援教員の配置 

就学前５歳児健康診査（健康課） 

基本方針１「確かな学力」の確立と自立して生きる力の育成  

 

重点目標 

① 調査・評価による実態把握に即した指導方法の工夫・改善に努め、個に応じた多様な指導の

充実を図る。 

② 基礎・基本の確実な定着を図り、興味・関心を持って、主体的に学習に取り組む姿勢を培う。 

③ 豊かな体験活動や課題解決的な学習を通し、思考力・判断力・表現力等の育成・向上を図る

とともに、知的活動やコミュニケーションの基盤となる「ことばの力」を育成する。 

④ 一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育の充実を図る。 

⑤ 教育活動全体を通じた組織的・系統的なキャリア教育の充実に取り組む。 

⑥ グローバル化に対応した教育を推進し、語学力やコミュニケーション能力を育成する。 

基本方針２ 「豊かな心」を育成する道徳・人権教育の充実  

 

重点目標 

① 郷土の特色を生かした豊かな体験を通して、生命や自然に対する畏敬の念を育む。 

② 自尊感情を高め、自己実現と共生をめざす人権教育を推進する。 

③ 豊かな情操や規範意識、自他の生命の尊重、他者への思いやりを育む道徳教育と道徳的実践

力を培う。 

④ 郷土の先人の生き方等地域の歴史を学び、ふるさと意識の向上を図る。 

医療的ケア支援事業 

誰もが学びやすい場づくり 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針３ 体育・食育活動を通じた「健やかな体」の育成 

基本方針４ 安全・安心で、開かれた学校・園づくりの推進 

基本方針５ 教職員としての資質と実践的指導力の向上  

 

重点目標 

① 教職員としての高い使命感・倫理観を保持し、豊かな人間性の涵養に努める。 

② 幅広い視点からＩＣＴを意図的・計画的に活用するなど、教育効果の向上をめざし、絶えず

研修を深める。 

③ 社会の変化に対応した教育観を培い、教育の専門家としての感性豊かな実践的指導力の向上

を図りながら、子どもに対する愛情と責任感を持ち、体罰に頼らない心の通い合う指導に努

める。 

④ 初任者をはじめ、若手教職員の研修を充実させる。 

 

基本方針６ 遊びを通した確かな「学び」を培う幼児教育の推進 

基本方針７ 安全・安心に過ごせる教育環境づくり 

 

 

重点目標 

① 運動に親しむ習慣や意欲を養い、体力・運動能力の向上を図る。 

② 発達段階を踏まえた指導、安全の確保や休養の設定などにより、豊かなスポーツライフを継

続する資質や能力を育てる。 

③ 健康で安全な生活を送るための基礎を培うとともに、家庭や地域と連携して食育の推進に取

り組む。 

 

 

重点目標 

① 学校評価システムの充実を図り、地域に信頼される学校・園づくりを進める。 

② 幼・保・こども園、小、中、高、大の連携を一層深め、家庭や地域との絆を強め、安全な環

境で、安心して生活を送ることができるよう実践を進める。 

③ 子どもの内面理解に基づく生徒指導の充実を図り、いじめなどの問題行動に的確に対応する

指導体制を整備し、未然防止や早期発見、早期対応に取り組む。 

④ 家庭・地域・関係機関との連携をより深め、自らの生命を守る能力や態度を育むため、地域

の災害に備えた防災教育を推進する。 

 

 

重点目標 

① 発達や遊びの連続性を踏まえた教育の充実を図る。 

② 幼・保・こども園、小の連携及び交流活動を通して、円滑な接続を行う。 

③ 幼児の直接的・具体的な体験活動を通して、伝え合う力の育成や自立と協同の態度を培う。 

 

 

 

重点目標 

① 小学校への空調設備の整備を実施する。 

② 子どもたちが安全で安心な学校生活を送れるように、小・中学校施設の改修等を行う。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針１ 連帯社会の再生、家庭と地域の教育力の向上  

 

重点目標 

① 家庭の教育力の向上を図るため、学習機会の提供と子育て支援の充実を図る。 

 

② 「地域のおじさんおばさん運動」等のネットワークづくりを活用して、子育て家庭への見守

りや青少年の健全育成に努める。 

 

③ 地域の連帯意識を高めるため、異年齢や異世代とのかかわりを通して、自主性や創造性・社

会性を育む体験活動、学校支援活動の充実を図る。 

 

④ 「早寝・早起き・朝ごはん」運動や「あいさつ運動」を進める。 

活力と生きがいをはぐくむ教育 

基本方針２ 体験を通して学ぶ伝統文化の香り高いまちづくりの支援 

ち かくに  い つでも き っといる 

ハート･ブリッジ･メンバーズ「地域のおじさんおばさん運動」 

次代を担う子どもの健やかな成長を図るためには、子どもたちを温かく見守

りながら豊かな心を育てようとする大人の輪を広げることが必要です。 

日常のあいさつや声かけ・見守りなど、できることから子どもと大人のつな

がりを築いていきます。 

 

 

重点目標 

① 伝統文化の継承を支援し、子どもたちの伝統文化への関心と理解を深めるとともに、発表の

機会を提供するよう努める。 

 

② 文化財の保存と文化施設の活用を図り、地域に密着した学習・情報拠点としてのサービス機

能の向上に努める。 

 

③ 市民の生きがいづくりを支援するため、ライフステージに応じた学習機会の充実や、学習成

果を生かすことができる機会、情報の提供などに努める。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本方針５ 社会教育の指導者としての資質と実践的指導力の向上  

 

重点目標 

① さまざまな個人の要望や社会の要請に応える専門的指導者の育成に努める。 

 

② 学校・家庭・地域の連携を支える指導者の育成やネットワークづくりを進め、地域の教育力

の向上に努める。 

 

 

重点目標 

① 共に生きるまちづくりに向け、地域で起こる身近な人権問題に対し、正しい認識を培い、主

体的な行動を促す人権学習を進める。  

 

② 一人一人の個性が大切にされ、人権尊重の文化に満ちた社会の創造に努める。 

 

基本方針３  人権尊重の文化が根付くまちづくりの推進 

日本遺産認定「国生みの島・淡路」 
昨年４月、文化庁が認定する「日本遺産」に南あわじ市・洲本市・淡路市の３市で申請し

た「『古事記』の冒頭を飾る「国生みの島・淡路」～古代国家を支えた海人の営み～」が選ば

れました。「日本遺産」とは、有形・無形の文化財を組み合わせ地域の歴史や文化財群を活用

しながら独自のストーリーを国内外に魅力を発信し、地域の活性化を図ることを目的として

います。今後は、３市や関係団体でつくる「淡路島日本遺産委員会」で、認定されたストー

リーを活用したさまざまな取り組みが行われます。 

 

 

重点目標 

① 気軽にスポーツを楽しめるよう環境整備に努めるとともに、地域に根付く多様なスポーツ活

動の推進を図る。 

 

② 豊かなスポーツライフを実現し、体力の向上と地域コミュニティづくりに活かす。 

基本方針４ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

竹馬に挑戦（幼稚園） 幼小交流（幼稚園・小学校） 

  

自然と親しむ（幼稚園） 

トライやる・ウィーク（中学２年） 自然学校で防災教育（小学５年） 

いじめ防止プロジェクト 

（小学校・中学校） 

外国語活動（小学校） 

環境体験学習（小学３年） 

チャレンジ かけっこマニュアル 

（小学校） 

主権者教育（小学校） 命の学習 赤ちゃん先生（中学校） 伝統芸能継承（中学校） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

人権フェスティバル 

B&G 海洋教室 

ランニングフェスティバル 中央公民館講座作品展 うずしお学園（中央公民館講座） 

学校支援地域ボランティア 

子ども見守りパトロール 夢プロジェクト 

わんぱく塾（中央公民館） 

土曜チャレンジ体験 

（科学じっけん教室） 

南あわじ音楽祭 放課後子ども教室 



 

 

 

 

 

南あわじ市市民憲章 
南あわじ市は、もとの三原郡域を引きつぎ、野の幸、山の幸、 

海の幸に恵まれています。また、国生み神話に彩られた歴史を 

もち、薫り高い伝統文化がはぐくまれてきました。わたくした 

ち市民は、花と緑と青い海、きれいな空気を大切にし、夢と希 

望の実現に向かって努めることを誓い、この憲章を定めます。 

・人と郷土を愛し、未来を見つめて力強く生きる若い世代を育てます。 

・周りの人を思いやり、お互いを認め合って、共に生きてゆく喜びを 

めざします。 

・恵まれた豊かな自然を生かし、美しい景観や環境をまもります。 

・  

・仕事に夢と情熱をもち、創意工夫して産業の新しい発展につとめます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 22 年 1 月 11 日制定 


